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しできる機会が増えれば、私達の世代や女性の
投票率も上がり、他人事ではない政治が見えて
くると思います。

柳橋 市太郎 さん

先ほどの話だと、社会では男性優位との話でし
たが、今大学でサークルをやってるんですが、
代表も普通に女性がやっているし、メンバーも
半々で、別に男性の意見が団体全体の意見にな
るというこはまずありません。社会より僕たち
若者の方が、よっぽど民主的だと思いました。
最近読んだ本で、経団連の偉い方がこれからの
人材として、エリートとプロフェッショナルと
使い捨てがきく人材、要は流動的な人材をつ
くっていくというのを決めたらしいんですよ。
すると女性が使い捨ての方にあてはめられる可
能性が高い。子育てがあっても普通に働けるよ
うな社会保障や別姓の問題が解決すれば、女性
が使い捨てのところにあてはめられずに、制度
的に変わっていくのかなと思いました。
僕は、若者の力をもっと世の中に伝えていくと
いうサークル活動をしていて、若者エンパワメ
ント委員会というところで活動しています。そ
の活動の一環としてスウェーデンを視察したん
ですが、まず根本にあるのは平等という考え方
です。女性も若者も社会を構成している一員で
す。表面的な政策ではなく、根本のところでこ
ういう考えを大事にした上でもっと政策を考え

ていってほしいと思います。

倉田 笑莉 さん

私は、政治経済が高校生の時に勉強していて一
番面白いと感じていました。それは自分の生活
にすごく密接に関わっているからです。政治経
済分野の学歴主義はすごくおかしいと思ってい
ます。社会全体のこと、みんなの事を考えるの
が政治だと思っているので、エリートだけが政
治を語る今の状況はおかしいと思います。
先 ほ ど ス ウ ェ ー デ ン の 話 が 出 ま し た が、 ス
ウェーデンでは夕方から議会が開催されたりす
るそうです。他の仕事をしていて夕方から議会
に出るとか、子どもを連れて議会に行くとか。
議会を誰でも来やすい話し合いの場にしてほし
いと思っています。声が大きい人だけが話せる
議会ではなく、声の小さな人もみんなが話せる
ような工夫をした議会を作っていってほしいで
す。

ここから、大学生の方のお話を聞いての感想、
あるいはどう受け止めたかを参加者に伺いまし
た。

円氏：今社会に出ていくと、まだまだ家父長制
といって、男性が強いです。今あなたたちが学
んでいる姿をそのまま社会に持って行ってほし
いと思います。先ほど、政治の話をすると暗く
なったり、ざわっとするという話でしたがなぜ
なのでしょう。

笠井さん：なぜっていうか、もう染みついてし
まっています。例えば大きな駅とかで護憲運動
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とかする人たちがいるじゃないですか。選挙
カーとか。そういうものへの抵抗感がベースに
あると思います。宗教への抵抗感と似ているも
のがあります。

参加者Ａさん：話を伺って
一番感じたことは、私達大
人が皆さんが生きやすい社
会を作れなかったことを非
常に思います。私はそのた
めに市民運動をしてきまし
たが、変わったこともあ
りますが、まだまだ根強く人の心に住みついた
風習や社会通念そういったものを打破できませ
ん。

参加者Ｂさん：私の大学時代は安保闘争があり、
安保闘争で初めて政治っ
て大事だなと感じました。
先ほど、高齢者が優遇さ
れているといった話があ
りましたが、私はそれに
は異論があります。実際
に困っている人が恩恵を

受けておりません。身よりのない人にヘルパー
が来ても、時間制で 1 時間分の仕事をするだけ
で、その人が本当に必要なものはやっていかな
いのです。
ＮＨＫなどでの政権の世論調査で、支持者が
45％とか出てくる。それは、他に人がいないか
ら。毎日テレビに安倍さんしか出てきません。
マスメディアへの頻出度でみんな決めてしまい
ます。あれを何とか利用できないかと思ってま
す。

福原さんの友人：今日は飛
び入り参加でしたが、共感
するところもあり、色々と
考えさせられました。昔か
らの習慣で、男の人が社長

にいたりするイメージを変えていかないといけ
ないと思いました。

倉部氏（菊川市議会議員）：
皆さんが政治の事を考え
ていらっしゃるというこ
とで、大変感心しました。
学生の頃は、投票には行っ
ても政治などに興味もな
く過ごしておりました。
皆さんが大人になっていく中で、社会の仕組み
をもっと変えていくように声をしっかりあげて
いただけると、どんどん変わっていくのではな
いかと思います。地方議員は、若い方、女性が
出にくいという仕組みがあります。壁がたくさ
んあるのが現実ですので、やはり仕組みから変
えていかないといけないと思いました。

御殿場市元市議：今の政策は高齢者の方に偏っ
て い る、 重 視 さ れ て い
る と い う 意 見 に、 確 か
にそうだと受け止めまし
た。この先の日本の未来
を担ってもらうにはどう
したらいいかということ
を 考 え ま す と、 や は り

若い方同士で協力してなるべく立候補していた
だく。ご自分で出来なければ、若い方のための
政策を掲げている議員さんに投票して、1 人で
も増やし、そして徹底的に支援していく。思い
ついたのはこの方法です。でも、皆さんのご意
見は刺激的でとても頼もしいと嬉しくなりまし
た。

参加者Ｃさん：湖西市議会
は今 18 人中、女性議員が 
4 人おります。しかし 4 人
で一緒になってやるという
ことはあまりありません。
ひとつ憂いているのは、議
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員に市の職員ＯＢがたくさんなっていることで
す。市の施策をチェックするのが市議会議員だ
と思うのですが。市の職員の退職後の再就職先
みたいな感じに思えて仕方ありません。

参加者Ｄさん：私は専業主
婦でしたが、同じような専
業主婦が多い世代ですので、
女性が差別されているとい
うことをあまり感じずに子
育てをしてきました。今の
若い人たちはあまり男女の区別をせず、人間と
して付き合っている人が多いと思うので、若い
人たちがこれから主導権を握って世の中を変え
ていけばいいのではと思います。若い人たちが
自分たちの生きやすさを自分たちで取り込むた
めには、やはり選挙に行って自分たちの意見を
通すよう活動するということが必要だと思いま
す。

参加者Ｅさん：私も同じように専業主婦でした
が、女性は決定権を持たな
ければ力が持てないという
ことを子育てを通して知り
ました。これからの人たち
は、未来に向けて拓かれて
いくと期待しておりますの

で、頑張っていただきたいです。

【円より子氏	 まとめ】
日本では性別役割分業です。男性の育児休業取
得率がとても低い。いくら法案が出来てもなか
なか実現しません。社会に出ると、学生時代と
全然違います。私達の時代は、生徒会長は男性、
副会長は女性しかなれないと決まってました。
それが今はすごく学校が変わりました。
しかし、社会に出ると長時間労働は男性、育児
は女性と突然変わってしまいます。この固定
的な性別役割分業を変えなくてはいけません。
もっと女性や高齢者が働ける人、働きたい人は

働くようなそんな社会にしていかなくてはいけ
ません。日本の国をどう富ませるか。それが常
に政治家や経済界の人たちの一番の優先事項だ
から、個人じゃないんです。高齢者も若者も大
切になんかされていません。そこをちゃんと一
人一人の人を大切にする。障がいを持っていよ
うが、ＬＧＢＴであろうが、一人一人の人を大
切に、結婚して子供を産んでその生活を大切に
できる政治をしなければいけません。

８．今後の展望
５人の若者の意見を聞いただけで、政治に対す
る考え方がしっかりしていて将来捨てたもの
じゃない、希望が持てると言い切れるものでは
ないと承知しているが、私達が先輩たちの活動
を脈々と受け継ぎ、様々な場面で声を出し、法
律や条例の制定等に結び付けてきたことはとて
も貴重なことだと思う。これからも、政治不信
や政治アレルギーを払拭していかなければなら
ない。
また、政治の場における男女共同参画の推進に
寄与するため、世代間の情報共有や発信に努め
ていけたら、少しずつ道が開けていくと信じた
い。

９．協働団体
静岡市女性の会連絡会
一般社団法人 大学女性協会静岡支部
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10．その他 ( アンケート結果）
≪特に良かったと思う点≫
・若い人たちの意見が聞けた点。
・円より子さんのスピーチに感動した。連記制
の良さや「国会議員は有償のボランティア。野
党でもできることはたくさんある」という言葉
が印象に残った。
・円より子さんの視野の広い情報と経験に基づ
くお話と、学生さんたちの真理をついた意見。
・全員に発言の機会があった点。
・円さんのお話に勇気をもらった。

≪改善した方が良い点≫
・チラシをもう少し色々な所においた方が良い。
・ワークショップ的要素があったらいいと思っ
た。
・男性の意見をもう少し多く聞きたい。
・話し合いの時間をもう少し欲しい。
・参加者が少なかったのは残念。もっと多くの
人に参加してほしかった。
・ディベートという点では少し不足と思う。も
う少し自由に話したかった。
・もう少し参加者を増やす努力が必要ではない
か。

≪このシンポジウムについて何でも≫
・みんなの意見が聞けて面白かった。前向きな
気持ちになった。
・政治家の方や地域の方の生の声をたくさん聞
けて良かった。やはり一人一人の話を聞くのは、
それぞれのドラマが垣間見えて興味深い。

11．おわりに
私達の第 1 弾の企画から早 3 年。政治分野にお
いて何か変わっただろうか。目に見えて変わっ
たと実感できることはないように思う。安倍内
閣は組閣後、女性閣僚がたった１人になってし
まった。それに対して安倍首相は「片山さつき

議員には、1 人で 2 人分、3 人分の仕事をして
いただく。その能力がある方だ」と述べた。働
き方改革も進む中、何たる逆行する発言だろう
か。
来春は統一地方選挙。女性議員の増加を期待し、
また政治分野での男女共同参画推進法の施行が
もたらす変化に期待してこの企画「あなた出番
ですよ！ 第 2 弾」を計画したのだが、果たして
どうだろうか。講師の円より子氏の選挙の仕組
み改革も必要かもしれない。連記制やクオータ
制（性別割当制）、パリテ（男女同数原則）など
の導入。今後、大いに議論すべきテーマである
と思う。
大学生の政治に寄せる思い。実にしっかりして
いるではないか。これから社会に出て、社会の
慣習に飲み込まれない様、その思いを持ち続け
てほしい。若者の声に、未来に期待できると確
信できた。
政治分野における男女平等。数を増やすための
選挙法の改正もさることながら、来春までには
時間が足りない。選ぶ方の意識改革と共に、選
ばれる人を増やしていかなくてはならない。前
回同様、「あなた、出番ですよ！」みんなで可能
性を信じ、女性の背中を押してあげようではな
いか。　　　　　　　　　　（文責　佐藤成子）
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紙面の関係で、一部しか紹介できていません。
完成版をご希望の方はご連絡ください。
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